
藻類Jpn.J. Phycol. (Sorui) 46: 119・122，July 10， 1998 

， . 

119 

藻類
採集 佐藤輝夫:北海道日高支庁・静内町海岸

北海道太平洋沿岸の海藻採集地としては北海道大学

理学部付属海藻研究施設のある室蘭(胆振支庁)と同

付属臨海実験所のある厚岸(釧路支庁)は全国的に有

名である。今回の採集地案内はその室蘭から束へ約

150Kmに位置する静内町海岸の浅里浜，真歌，春立の

3箇所を紹介する(図 1，2)。

静内町海岸(図1)は千島列島，根室， ~II路，襟裳

岬を南下する千鳥寒流(親潮)の影響を受けているが，

津軽海峡からの対馬暖流の支流ともぶつかる海域でも

ある。静内海岸を含む日高沿岸における海藻の調査研

究はコンブ類を含む有用海藻を対象とした水産資源学

的な部分は古くから行われている(中村1944，中村他

1955)。一般海藻については千原(1972)による日高沿

岸の海藻の調査結果の報告がある。モノグラフ的には

三上 (1970a，1970b， 1971， 1974， 1977)が日高沿岸

産の材料を用いて紅藻コノハノリ科数種についての研

究報告をしている。筆者も静内海岸産の紅藻を教材化

し，高等学校生物の授業で利用している(佐藤1996b;

1996c; 1998)。

この海域の海水温は冬季は3'C前後，夏季17'C前後

である。静内海岸は北海道日高特産のミツイシコンブ

の産地として有名な所であり，海岸のすぐ近くまで漁
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図1. 北海道日高支庁・静内町海岸の位置。

師の家とコンブ干し場がある。冬季でもこの地域は日

高山脈のフェーン現象により，北海道日本海沿岸とは

異なり殆ど雪は積もらず1年中海藻の磯採集が可能で

ある。

交通機関としては札幌より R で苫小牧へ行き，日

高本線に乗り換える。この日高本線は，単線で1日9往

復しかなく，接続列車の時間を前もって調べておくこ

とが必要である。車では札幌から道央自動車道(高速

道路)を利用し，苫小牧東インターで一般国道に降り

て，浦河方面行きの国道235号線で行くことができる

(最近，日高道として高速道路が沼の端まで延長)。札

幌と浦河聞の長距離パス(道南パスの高速ペガサス

号，静内町までは2時間40分， 1日6便がある。)もあ

る。いずれの方法でも札幌より日帰りできる距離にあ

る採集地である。太平洋沿岸では大潮の時の干満の差

が150cmほどに及ぶことがあるので，磯採集を行う場

合は事前に潮位の確認が必要である。

1.東静内・浅里浜 (42・17・N，142・27・E)
日高本線JR東静内駅(無人駅)で下車し，春立方

向に歩き(徒歩で20分程)東静内漁港を越えると浅里

浜である。車では国道235号線沿いにある(札幌より

静内町

太平洋
JR春立駅
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図2 採集地と最寄りのJR駅を示す。
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片道の所要時/lJJ211寺II¥J30分)。束静内IIIT浅里浜と東に

隣桜する春立川は5Kmにわたり平磯が続き ，古くから

潮干狩の場所として知られている。平磯は砂岩，泥岩，

頁岩の周期的な互!門を形成し，柔らかい泥岩は浸食さ

れて紺|長い海食iWi:となり， 1i!l!い部分は1皮食残丘となり

凹!日を成している。干潮時には平磯や岩礁が現われ，

タイド プールも数多くあり， i毎i業の採集に適している

(図 3)。

森季にはマツモ，フクロフノリ，へラリュウモン，

ノリ等やアサリ貝採りの家族連れで賑わい，夏季は潟

水浴やキャンプを楽しむ子供らの姿も見られる。i美里

浜では (~JiJ 楽部性海泌としてはキタイワヒゲ， チシ

マハノtモ ドキ，チガイソ，ミツイシコンブ，ヒパマタ，

エゾイシゲ，チシマクロノリ ，キタイシモ，カサキノ

コイシモ，オキツノ〈ラ，オオノfオキツノTラ，マルバア

カパ，ヒメトサカモドキ，ユウソラ，ツカサノリ属の

l磁(エゾツカサノ リ)，カ レキグサ，エゾナメシ，ベ

ニフクロノリ ，アッパダルス，カタワペニヒパ，カラ

フトヨツガサネ，コノハノリ，ナガコノハノリ，アッ

パスジギヌ，ハケサキノコギリヒパ，オオノコギリヒ

パ等が生育する 。 tili\. ;制~t海藻としては，アナアオサ，カ

ヤモノリ，アミジグサ，ウップルイノリ，ミヤヒパ，ヘ

ラリュウモン，フクロフノリ ，カタノリ ，ムカテ'ノリ，

ヒラムカデ，ツルツル，ネツキイタニグサ，イソダン

ツウ，スジウスノTノリ ，ノ、イウスノTノリ ，イソムラ+}-

キ49.が生育する。

垂直分布的には飛沫荷ではヒビミドロ，マツモ，ヒ

パマタ，エゾイシゲ，フクロフノ リ，クロハギンナン

ソウ，イボノリ等の耐ll吃伯の強い種が生育し，湖l間帯

ではモツキヒトエ，エゾヒトエグサ，アオノリ類，ア

ナアオサ，タマジュズモ，カヤモノリ，キタイワヒゲ，

チシマハパモドキ，アミジグサ，ノリ類，へラ リュウ

モン，ピリヒパ，ツルツル，ダルス，コスジフシツナ

図3. 長虫浜海岸。

@4. A歌海岸。

ギ，フジマツモ，オオノコギリヒパ，イソムラサキ等

が見られる。湖下'Hi-にはウルシグサ，スジメ，ミツイ

シコンブ，ウガノモク，イソキリ，カレキグサ，カタ

ワペニヒパ，クシペニヒパ等の大型の海藻が目立ち，

さらに深所にはアナメ， ~!!riÎiíJサンゴモ類，オオパオキ

ツパラ ， コノハノリ等が生育している 。 室 i~\i (Sakai 

1986)では生育しておらず浅里浜で採集できる穏・ス

ジアオノリ，キタイシモ，オキツノ〈ラ，オオノfオキツ

バラ，エゾナメシ，アッパダルス，カタワペニヒパ，コ

パノクシペニヒパ，スズシロノリ，ナガコノハノリ等，

厚岸 (Yamadaand Tanaka 1944)では生育しておらず

浅里浜で採集できる経 シワヒトエグサ，ツヤナシシ

オグサ，ハネモ，チガイソ，ミツイシコンブ，アミジ

グサ，ウミトラノオ，オオノノリ，へラリュウモン，ム

カデノリ，イソダンツウ，ネツキイタニグサ，フタツ

ガサネ，ハイウスパノリ，ヒメムラサキ，キプリイト

グサ等がある。SCUBA潜水による採集は事前に漁業

組合に述絡する必要がある。1:1本海11!1Jと比べると年間

を通して透明度が惑い上，7J< jl~\. も低く，ミツイシコン

ブ等が海"1:0に繁茂しているため SCUBA潜水係集には

卜分に適しているとは言えない。最近はm被プ合ロック

の投入で沿岸流の流れが変わり砂が流入するようにも

なった。築学;は札幌ii'i田市校理昨日11の生徒と 199411'-よ

り月 1ITIIの¥lilJで、海謀採集と観察を行っている(佐藤

1996a， SalO 1 997 )。 淘淡が~7;r に生育し， 打 ち上げ淘

謀も多数種採集できる。

2真歌 まうた (42018・N，124024'E ) 

東i枠内からは JR1'ii"1人j駅方向へ北間約 8kmのところ

に位位し，夏季には「海辺のキャンプ場」として賑わ

う(夏季のみ駐車場は有料となる)。広範聞に砂浜が広

がっているが，干潮時には採集に適した岩礁が現われ

る(!翠 4)0tJち上げ海藻も多数種採集できる。岩上に



医15 森立海岸。

はエゾヒトエグサ，アナアオサ，マツモ，ミツイシコ

ンブ，ウ方ノモク，フクロフノリ，クロハギンナンソ

ウ，カレキグサ，ビ リヒノペアツ J{ダルス，フジマツ

モ，イソムラサキ等が生育する。夏季であればキャン

プをしながら海謀の観察や採集ができる。

3 春立はるたち (42018・N，124024'E ) 

JR日高本線春立駅(無人駅)で下車し，海岸の方へ

歩き(徒歩 5-10分)，右方向に向かうと春立漁港が見

えてくる。漁港を越えると浅里浜から続く 5Kmにわた

る平磯が見られる。浅里浜と同様に，古 くから f~l，釣や

i朝l干犯の場所として主11られている(図 5)が，コンブ

干し場が道路と海岸の間にあるため簡単に海岸に行け

ないところが多いのが難点である。海藻植生は浅里浜

とほぼ同様だが，浅Ai兵には生育していない種も見ら

れる。干潮時には海藻採集が容易にでき海藻の生育量

も多い。ミツイシコンブ，アナメ等の大型海藻の打ち

上げが多く見られる。
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4.その他の採集地

静内111]を離れてさらに足を伸ばせば，春立海岸から

南東方向へ行くと 三石，iill戸if，桜似118へと続く(図6)。

日高昆布として有名なミツイシコン ブの特産地であ

る。夏季にはいたるところでコンブ干しの光去が見ら

れ，日高地方の}ffi~物誌となっている 。 又 ， I時化の後の

荒海の中に拾いコンブii(i.をする H(i. m~の姿も見られる 。

三石IIfJではぬ抑 (けりまい，42013'N， 1 2403TE )，浦河

111]では古く潮干狩の均一月?として有名な井来台(いかん

たい， 420l0'N， 1 24044'E )様似11りではエンルム山11周辺

(4200TN， 1 24055'E ) 等が海ì~~の採集に適していると恩

われる。

静内111]海岸磁の海珠について7if日頃より御指導を頂

いている北海道大学名誉教授吉田忠生時士，同大学大

学|淀租!学研究手|生物科学専攻系統進化学講座教授Jtl[J

道夫博士，阿助教授小包一弘槻士に感謝致します。紅

謀サンゴモ平|については北海道教育大学函館校秋岡英

承教授に御教示頂き 1~11礼 q3 し上げます。 日高沿岸産の

海藻について有益なf向ItJ~見を]買いた札幌大学名管教授

三上日出夫博士，長崎大学f.1;1境科学部自然環境保全講

座助教授飯間秘文博士に深謝致します。
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